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2つの用行義塾と創設者たち 
YOFIKOH-GIJYIJKU, the first elementary school ノ the English language school in Fukuroi in the Meりi era, 
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していたこと（文書情報No.5 一 9)、更に明治 9年 4 月 28 
日の予科生の学業試験に合格し、「二等証書」を授与され

























































































情報は、文書情報No'4 - 14 の記録から五郎作の年齢が分
かったことである。彼は明治 l0 年末時点の学齢調査で 
11才、明治11年l0月末時点の調査で11才10 ケ月であっ
た（2B〕。ここから推定の生誕時期は明治元年直前頃と分か



























































用行義塾が存在した当時とは、1つ目が明治 5 年 6月
















































































































































































































































表2 既存文献に登場する用行義塾・久津部学校の主  












『慶慮義塾百年史・上巻』 足立義八 1958年 
飯田宏『静岡県英学史』 足立儀八、同貫 1967年 
『慶慮義塾百年史・下巻』 足立儀八、貫― 1968年 
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42"-43歳 3 ケ月ということになる。 
足立貫一についても、墓石の情報によって年齢を推定
できている（49)。文政 9年8月 27 日（西暦 1826年9月 28 
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④更にまた、明治 11 
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以上の文書から、足
立儀八は明治7年には 
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明治 9年S月 21日に静岡県が出来た時点で、旧浜松県第 








合致する。この時、浜松県第 2 大区第 12小区の区長が足
立儀八であったことになる。 



























































































































































































物が 1階は6畳1間、2 階は 15畳ほどの広間になってい
たこと、1階の 6 畳間には畳が 3 畳だけあって、そのう
ちの 2畳を福沢が使い、片隅の1畳を足立が使っていた
こと、2 階には岡本節蔵、山口良蔵などもともと緒方塾















































































(1)袋井市史編纂委員会編『袋井市史 通史編』（袋井市役所、昭和 58年11 
月 3 日。本稿では『市史』と略す）1034~ 1037頁に用行義塾の記述があり、 
その後の学校については 1037頁以下を参照。 
(2)袋井市史編纂委員会編『目でみる袋井市史』（袋井市役所、昭和 61年 3 
月 31日〕50 頁。 



















理工科大学紀要』第24 巻‘ 2016年）所収の情報N2-4を参照のこと。 
(7）同上拙稿、情報,'Ll311 を参照のこと。 
田）拙稿「用行義塾と戸倉新資料のこと」（『静岡理工科大学紀要』第 23 巻、 
2015年）、及び戸倉昇一「ニ八、副目舎覚書」（袋井市地方史研究会編集・
発行『ふるさと袋井』第 4集、平成元年 11月）を参照のこと。 
(9)後述する大区小区制の説明部分で示すように、第 11大区は明治 9年に
浜松県が静岡県に合併した後に久津部地域を含む地域に設定された大区




12 小区の 2 説がある点に注意されたし。ここでは 11 小区となっているが、 
本文で紹介した第 2 の情報=11'沿革誌 明治 25-29年』では 12 小区と記
されている。 
(10）神辺靖光『日本における中学校形成史の研究［明治初期編〕』（多賀出








(13）神辺靖光『日本における中学校形成史の研究』（多賀出版、1993 年 2月 




和 28年 5 月から静岡女子短大の英語の講師（静岡県処遇講師〕に就任し
ている。以上は同短大『紀要』第4号（昭和32年12月 25日発行）177頁に
掲載されている飯田氏の略歴による。 
(15)飯田宏『静岡県英学史』（昭和 42年 12月 20 日、講談社）。 
(16）拙稿「用行義塾と福択論吉」（『静岡理工科大学紀要』第22巻、2014年）、 
前掲拙稿「用行義塾と戸倉新資料のこと」を参照のこと。『袋井市史・史料 
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編』にある用行義塾の史料は一番遅い時期でも明治 6年 l月までの記録し








ら、清水が校長であった上記の明治 11~ 14 年には久努村は存在していな




























業生についてー」（『大手前女子大学論集』第 19 号、1985年）が詳しい。 
(26)注(22)に同じ。 
(27〕前掲拙稿「用行義塾に関する未公刊資料「沿革誌」について（その2) j所










(30)池田哲郎『遠州英学史略 ～郷土資料双書5Jj（昭和 46 年 11月 1日、 
浜松市立図書館発行）は全 32 頁の薄い冊子体である。同題の論文が『日





と幸いである。」と追記に記している(19 頁）。ちなみに池田氏は明治 35 年
生まれで、東北学院大学教授などを経て昭和 41--43年まで静岡女子短期
大学の教授であった（同書 33 頁相当の奥付より）。飯田氏は注（14)に記し





るという用行義塾時代の教科書の名前である0 飯田氏の文章では「慶慮 2 
年開成所発行の「英語階梯JEnglish Spelling Hoロk がある」と書かれてい
るが、池田氏の文中⑩の脚注で記されているものは「Book of Instruction 




氏が「『英語階梯』と Lindley Murray のスペリングプック」《『英学史研究』 




池田氏が記した書は、正しくは [ROOK FOR INSTRIJKUTIOE AT TIlE SCHOOL  
mSEIZIO IN YEDO」のことで、国会図書館に残る原書の表紙には『慶患二
年刊 英吉利単語篇 開成所』のラベルも貼られている。英文タイトルの下
部には、ryoL. I.FIRST EDITION. YEDO. ANHO 2. KEト00.」と記されている。 
このため池田氏の記した英文書名では、IforJが r0f」に変わっており、 














(33〕宮永孝「幕末・明治の英学」（法政大学社会学部『社会志林』第 46 巻第2 
号、1999 年）縦書き用ノンブルの 38 頁。以下、同論文の頁も全て縦書き用 





(35）静岡県編集・発行『静岡県史 通史編5 近現代一』（平成 8 年 3 月 '5 
日）178 頁。 
(36）同類項の他の文献を更に示すと、静岡県立教育研修所編『静岡県教育
史 通史篇上巻』（昭和 47 年 11 月 3 日、静岡県教育史刊行会発行）255 
-'-'257 頁、松田正「近代教育の梨明期に学校を支えた人々」（『磐田人物往




































(:38)『慶慮義塾百年史 下巻』（昭和 43 年 12 月 20 日、編集・発行：慶応義
塾)S1O 頁。 


















「第 2（明治 7 年〕」は明治 9 年に、「第 3(明治 8 年〕」は明治 10 年に発行さ
れたと考えて間違いない。今回表 2 で用いたものは「第 2(明治 7 年）」なの
で、発行時期は明治 9 年と推定した。 






iii. ac. ipノ～eadfa/db/internal/ocl可ALIT-DHWchangeview. cgi?xml 




(42)『静岡県史 資料編 16 近現代一』（平成元年 3 月 20 日、編集・発行： 




の事務を担当」することが期待されていた〔『学制百年史』《昭和 47 年 10 月 
1 日、文部省》254--255 頁）。小学校の普及のために設けられた教育行政
官のようなもので、県から任命され、県から手当も受けている。浜松県の場
合、「金五円」の月給が支給されていた（『浜松市史 史料編六』《昭和 38年、 
編集・発行：浜松市役所》122 頁、明治 7 年 3 月の記録）。なお、後述の「区
長」についても、浜松県の場合、小区の区長に月給「八円」が、小区の副区














第 123 -s-. 1083 年 12 .) 12-13 頁。 
(52〕同上、18 頁。 
(53）井戸庄三「明治初期の単一区制、大区小区制について」（『滋賀医科大
学基礎学研究』V01. 10, 1999 年 3 月）1頁。 
(54｝注〈51.) 1 同C,, 
(55）同上論文 18 頁に浜松県の事例が紹介されているが、それによると、浜松
県では大区に大区長 1名、副大区長 2 名、小区に小区長・副小区長を各 I 
名（以上は官選）、また町村に戸長・副戸長を各 1名（以上は民選）とする制















(59)前掲『静岡県史 資料編 16』の付録「明治 7 年静岡県／浜松県／足柄
県（伊豆国）大区小区一覧」（「／」は小栗による。改行を示す。実際は 3 
つの県名が分かち書きで表記されている〕の 6-- 7 頁を参照のこと。 
(60)10 区と記しているものは同上の附録 7 頁。 
(61)『春野町史・通史編・下巻』（平成 11年 3 月、春野町史編さん委員会編、 
春野町発行)14 頁の「表 1-4 第十一大区職員録」を参照のこと。前掲『静
岡県史 資料編 16』所収の「32 静岡県職員録（明 11・6 月）」の中にも、静
岡県第 11大区の副区長（小区の区長）として、「〔十一〕足立儀八」が記され
ている(364 頁）。 










(68)以上、前掲『静岡県史 資料編 i6J所収ci) [so 遠州国州会第二次常会











(73)「テイスケ様」の部分は、『竣工記念 袋井東小学校のあゆみ』（昭和 62 
年 3 月 31日、袋井東地区文教施設後援会。本研究では『あゆみ』と略す〉 
10 頁による。また、『あゆみ』については、前掲拙稿「袋井東小学校所蔵の













(77)初めて福沢の所を訪れたのは、足立寛が 18 歳のとき、福津が 26 歳の時
であろうと足立寛自身が述べている（高橋義雄編『福揮先生を語る 諸名士
の直話』《昭和 9年10月 25 日、岩波書店》151頁）。福揮がそこに蘭学塾を
開いたのは安政 5年であるが、その時福沢の年齢は満で23 歳である。数え
年で考えても福深は 25 歳以上にはならない。数えで福揮が 26 歳になるの
は安政7年である。足立は天保 13年（1843年）生まれなので、彼が満 1.8 歳




(78)鳥居泰彦『回想慶磨義塾』(2013 年1月 31日、慶癒義塾大学出版会〕 
52 頁。 





第 188 号（平成 78 年 11月 1日発行、編集・発行＝袋井市役所企画政策































上のメールフォームから氏に尋ねたのは平成 28 年 11月 29 日午後 3時














































































































































12 月 23 日に筆者が見付学校を訪れた際、展示内容からは何も収穫は
かかったものの、受付で買い求めた『解説 旧見付学校 厭訂版“（発
行・磐田市、事務局・磐田市教育委員会文化財課磐田市旧見付学校、平






























































まである。12016 年 12月 26 日脱稿】 
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